
                              

３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
多
く

の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
の
ご
実
家
や
、

お
知
り
合
い
に
も
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
が
多
い
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。 

い
つ
ま
で
も
冷
え
込
ん
だ
日

が
続
き
、
テ
レ
ビ
の
画
面
に
映

る
地
域
の
方
々
の
ご
様
子
に
心

を
痛
め
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
復
興
に
、
ど
れ

だ
け
の
費
用
と
時
間
が
か
か
る

の
か
、
計
り
知
れ
ま
せ
ん
が
「
住

民
の
会
」
と
し
て
も
出
来
る
限

り
の
義
援
金
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

す
で
に
個
人
や
団
体
で
募
金

を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
会
の
活
動
の
一
つ

と
し
て
総
会
に
提
案
し
ま
す
。 

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

原
発
の
大
事
故
も
重
な
り
、

ま
す
ま
す
不
安
な
世
の
中
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
助
け

合
い
や
心
の
つ
な
が
り
が
一
層

必
要
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。 さ

て
、
本
年
度
に
実
施
さ
れ

る
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
の
大
改

修
に
際
し
て
、
皆
様
に
は
多
少

の
不
便
や
困
難
な
ど
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
住
民
の
会
は
出

来
る
だ
け
協
力
し
て
行
く
つ
も

り
で
す
。 

 
 
 

 

    

    

ま
た
地
域
の
た
め
に
も
、
も
っ

と
良
い
方
向
に
会
の
活
動
を
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
総
会
に
は
多
く
の
方
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、
ご
意
見
や
ご

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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ケアセンター成瀬住民の会 

平成２３年度 

通常総会開催のお知らせ 

 

日時 平成 23年 4月 24日（日） 

   午前 10時～12時 

場所 ケアセンター成瀬 

地下ホール 

 

議題 平成 22年度活動報告 

   平成 22年度会計報告 

   平成 22年度会計監査報告 

   平成 23年度活動方針（案） 

   平成 23年度会計予算（案） 

   その他 

 

 ※ 総会資料をご持参下さい 

新
年
度
の
出
発
に
向
け
て 

 

住
民
の
会
会
長 

 

塚
本
誠
子 

 

 
 
 

目 
 

次 

＊
新
年
度
の
出
発
に
向
け
て 

…
Ｐ
１ 

 

＊
住
民
の
会
事
務
所
移
転
と 

今
後
の
活
動
に
つ
い
て 

…
Ｐ
２ 

 

＊
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
「
暖
」
か
ら 

シ
ニ
ア
カ
フ
ェ 

「
花
み
ず
き
」
へ 

 
 
 
 
 

…
Ｐ
３ 

 

＊
シ
リ
ー
ズ
介
護
技
術
講
座 

第
十
九
回 

「
認
知
症
の
か
か
わ
り
方
」 

（
そ
の
二
） 

 

…
Ｐ
４ 

Ｐ
５ 

 

＊
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
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リ
ニ
ュ
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ア
ル
に
伴
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ア
ッ
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サ
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ビ
ス
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対
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＊
ダ
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ケ
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コ
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ー
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Ｐ
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＊
投
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三
つ
の
「
ア
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壯
吉 
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「
り
ん
ご
箱
」
89
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
成
瀬
大
改
修
に
伴
い
、

住
民
の
会
事
務
局
の
移
動
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

 

・
事
務
局
の
場
所 

新
し
い
事
務
所
は
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
成
瀬
の
ゆ
り
の
木
会
館
側

入
口
よ
り
入
り
、
す
ぐ
左
側
に

移
り
ま
す
。 

従
来
の
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
は

約
17
㎡
で
し
た
が
、
今
回
は
そ

の
半
分
ほ
ど
の
８
㎡
で
、
喫
茶

ス
ペ
ー
ス
の
一
部
を
使
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
と
机
２
つ
は

な
く
し
ま
し
た
。
印
刷
機
は
別

の
場
所
に
置
き
ま
す
。 

      

（
見
取
り
図
は
Ｐ
６
参
照
） 

    

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
事
務
所
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成

瀬
の
外
に
移
し
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
会
員
の
皆
様
へ

の
案
内
・
連
絡
・
希
望
者
へ
の

「
ホ
ッ
ト
コ
ー
ル
」・
会
報
発
行

な
ど
、
当
会
運
営
の
基
本
的
な

活
動
は
従
来
通
り
継
続
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
連
絡
業
務
は
残
り
ま
す
。 

 ・
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
「
暖
」 

さ
る
３
月
31
日
で
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
「
暖
」
は
閉
店
し
ま
し

た
。 か

わ
り
に
社
会
福
祉
法
人
創

和
会
が
運
営
す
る
シ
ニ
ア
カ
フ

ェ
「
花
み
ず
き
」
が
４
月
11
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

当
会
は
「
花
み
ず
き
」
の
運

営
に
全
面
的
に
協
力
い
た
し
ま

す
。 営

業
内
容
は
飲
料
自
販
機

（
料
金
１
５
０
円
）
で
、
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
。 

 ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
券 

従
来
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
券
は

有
効
期
限
内
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
お
持
ち
の
か
た
は
券

を
事
務
局
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

飲
み
物
券
と
し
て
使
え
ま
す
。 

 ・
ラ
ン
チ 

「
花
み
ず
き
」
で
は
食
事
（
飲

み
物
付
き
ラ
ン
チ
６
８
０
円
）

が
で
き
ま
す
。
※
要
予
約 

予
約
は
当
会
事
務
局
で
受
け

付
け
ま
す
。 

 

（
℡
７
２
９
・
０
６
１
７
） 

 

・「
花
み
ず
き
」
で
の
会
合
予
約

法 「
花
み
ず
き
」
を
グ
ル
ー
プ

（
シ
ニ
ア
の
皆
様
12
名
以
内
）

で
利
用
す
る
場
合
は
、
社
会
福

祉
法
人
創
和
会
総
務
部
に
予
約

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
℡
７
２
０
・
２
２
０
２
） 

 ・
今
後
の
予
定 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
改
修
工

事
は
本
年
９
月
に
始
ま
り
翌
年

３
月
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
当
会
の
か
か
わ

る
年
間
行
事
の
う
ち
「
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
成
瀬
ま
つ
り
」
と
「
２

０
１
２
年
新
春
交
流
会
」
は
会

場
の
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
り

ま
す
。
平
成
24
年
度
に
は
再
開

で
き
る
予
定
で
す
。 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 東
日
本
大
震
災
発
生
に
よ
り

大
激
動
の
時
代
を
迎
え
、
当
会

の
目
的
で
あ
る
「
共
に
支
え
あ

う
地
域
づ
く
り
」
が
よ
り
大
切

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

事
務
局
一
同
、
新
し
い
事
務

所
で
新
た
な
気
持
ち
を
持
っ
て

運
営
に
あ
た
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 

 
     

 

活
動
報
告 

事
務
局 

・
３
／
22 

役
員
会 

・
４
／
２ 

役
員
会 

総
会
準
備
に
つ
い
て 

事
務
局 

・
３
／
７ 

連
絡
会 

総
会
準
備
、
事
務
所
移
動 

・
３
／
16 

連
絡
会 

「
花
み
ず
き
」
運
営
協
力 

・
４
／
２
役
員
会
と
合
同
会
議 

・
４
／
４ 

連
絡
会 

・
４
／
６ 

事
務
所
引
越
し 

研
修
委
員
会 

・
３
／
18 

委
員
会 

｢

ユ
ニ
ッ
ト
型｣

特
養
ホ
ー
ム

に
つ
い
て 

行
事
委
員
会 

・
３
／
19 

定
例
会 

広
報
委
員
会 

・
３
／
９
編
集
会
議
、
26
原
稿
〆

切
、
４
／
８
校
正
、
15
印
刷 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ 

・
３
／
２ 

ボ
ラ
連
協
主
催
の

「
春
の
研
修
交
流
会
」
中
央

防
波
堤
埋
立
て
処
分
場
の
見

学
参
加 

ダ
ン
ケ
ム
ジ
ー
ク 

・
３
／
13 

 

第
45
回
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 

住
民
の
会
事
務
所
移
動
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
後
の
活
動
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

小
竹 

金
次 
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ケアセンター成瀬リニューアルに伴い、４月からティールーム｢暖｣の営業が 

変更となりました。今後の利用に関してご注意下さい！ 

 

①ティールームの運営管理者 
  ＮＰＯアップルサービス → 社会福祉法人 創和会 
 
②メニューについて 
  ドリンク系メニューはコーヒーや紅茶等に限定させて頂きます。 

フード系メニューは当面「日替わりランチ」のみとする予定です。 
  

③料金について 
   全てのメニューを値下げして提供致します。 
  

④サービス運営について 
   店員によるサービスが中止となり、喫茶担当ボランティアによる

運営や、利用者自身によるセルフサービスとなる予定です。 
   

⑤主な利用対象者 
   ・創和会の各種サービスご利用者及びその家族や介護者 

   ・各種ボランティアおよびそのグループ 

   ・おおむね６５歳以上に地域団体 

   ・創和会職員及びその家族 

 

新ティールームのご利用をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

※４月以降の利用に関するお問い合わせやご予約の窓口 

社会福祉法人 創和会 総務部 ℡ ０４２－７２０－２２０２ 

  （受付：月曜から土曜日の８：３０～１７：００） 

４月１日から 

 

創和会直営 シニアカフェ 花みずき ４月１１日開店！！ 
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シ
リ
ー
ズ
介
護
技
術
講
座 

第
十
九
回 

認
知
症
の
か
か
わ
り
方 

（
そ
の
二
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昨
年
８
月
20
日
に
行
わ
れ

た
施
設
内
研
修
の
「
認
知
症
の

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
」（
そ
の

二
）
を
紹
介
し
ま
す
。
講
師
は

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
看
護
師
の

与
那
覇
紀
子
さ
ん
。 

 

研
修
内
容 

㈠
認
知
症
の
基
礎
知
識 

㈡
認
知
症
介
護
の
具
体
的
対
応 

 

法 ㈢
「
困
っ
た
体
験
と
そ
の
解
決 

策
に
つ
い
て
」
の
意
見
交
換 

※
今
回
は
㈠
認
知
症
の
基
礎
知

識
に
つ
い
て
の
報
告
の
み
。 

（
㈡
、
㈢
は
次
号
） 

 
 
 

＊ 

⒈
認
知
症
の
定
義
：
単
な
る
物

忘
れ
で
は
な
く
「
病
気
」
で
あ

る
。 脳

や
身
体
の
疾
患
を
原
因
と

し
て
、
記
憶
・
判
断
力
な
ど
の

障
害
が
お
こ
り
普
通
の
社
会
生

活
が
送
れ
な
く
な
っ
た
状
態
。 

初
期
症
状
で
最
も
多
い
の
は

物
忘
れ
だ
が
、
意
欲
の
低
下
・

自
発
性
の
低
下(

や
る
気
が
お

こ
ら
な
い
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

い
た
事
を
し
な
く
な
っ
た
、
も

の
ぐ
さ
に
な
っ
た)

、
う
つ
症
状
、

言
葉
の
障
害
、
注
意
力
低
下
な

ど
も
初
期
症
状
の
こ
と
が
あ
る
。 

 

⒉
物
忘
れ
と
の
違
い 

 
物
忘
れ
は
脳
の
神
経
細
胞
の

減
少
や
機
能
の
低
下
に
よ
っ
て

お
こ
る
。 

◆
認
知
症
は
通
常
の
老
化
に
よ

る
減
少
よ
り
早
く
神
経
細
胞
が

消
失
し
て
し
ま
う
病
気
。 

◆
老
化
に
よ
る
物
忘
れ
は
体
験

の
一
部
を
忘
れ
る
こ
と
に
対
し
、

認
知
症
は
体
験
の
全
て
を
忘
れ

て
し
ま
う
。 

 

⒊
原
因
と
な
る
病
気 

【
脳
血
管
性
の
障
害
】 

脳
血
管
障
害
：
脳
の
血
管
が
詰

ま
っ
た
り
破
れ
た
り
す
る
こ
と 

に
よ
っ
て
、
こ
の
部
分
の
脳
の

働
き
が
悪
く
な
り
、
そ
の
た
め

認
知
症
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

能
力
は
ま
だ
ら
状
に
低
下
し
、

人
格
や
判
断
力
は
保
た
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い 

【
進
行
変
性
疾
患
】 

い
ず
れ
も
原
因
は
不
明
で
徐
々

に
進
行
す
る 

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病 

脳
全
体(

特
に
側
頭
葉
、
頭
頂

葉)

が
萎
縮
し
て
小
さ
く
な
る
。

成
人
で
は
１
４
０
０
ｇ
前
後
あ

る
脳
の
重
さ
が
、
発
症
後
10
年

位
経
つ
と
８
０
０
～
９
０
０
ｇ

以
下
に
減
る
。 

 

軽
度
・
中
等
度
・
高
度
に
分

か
れ
、
初
期
は
年
月
日
が
不
確

か
に
な
り
、
迷
子
に
な
っ
た
り
、

次
第
に
配
偶
者
や
子
ど
も
の
顔

が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
尿
便
失

禁
、
言
葉
が
理
解
で
き
ず
単
語

程
度
の
理
解
と
な
り
歩
行
は
小

刻
み
と
な
り
介
助
が
必
要
と
な

る
。 

②
進
行
性
核
上
性
麻
痺 

眼
球
が
垂
直
方
向
に
動
か
な 

い
、
転
び
や
す
い
、
構
音
障
害

な
ど
認
知
症
も
合
併
。 

③
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病 

動
作
が
緩
慢
、手
足
の
震
え
、 

筋
肉
の
萎
縮
、
初
期
に
は
認
知

症
は
み
ら
れ
な
い
が
後
期
に
は

み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

④
び
ま
ん
性
レ
ビ
ー
小
体
病 

 

幻
視
、
転
び
や
す
い
、
パ
ー 

キ
ン
ソ
ン
病
と
同
じ
よ
う
な
歩 

行
障
害
や
認
知
症
を
伴
う
。 

⑤
ピ
ッ
ク
病
・
前
頭
側
頭
型
認
知
症 

発
症
が
若
い
傾
向
。
特
有
な

人
格
変
化
、
反
社
会
的
行
動
、

反
道
徳
的
行
動
を
主
症
状
と
し
、

そ
れ
に
認
知
症
が
加
わ
っ
て
い

く
。 

⑥
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
舞
踏
病 

性
格
変
化
を
主
と
す
る
精
神 

障
害
と
舞
踏
様
不
随
運
動(

特

に
顔
面
、手
足
な
ど)

が
あ
ら
わ

れ
る
。
大
脳
の
萎
縮
、
脳
室
の

拡
大
、
神
経
細
胞
の
障
害
が
出

現
す
る 

⑦
Ａ
Ｌ
Ｓ
様
症
状
を
伴
う
認
知
症 

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
で
運 

動
神
経
の
細
胞
が
消
失
し
て
運

動
機
能
障
害
を
起
こ
す
病
気
で

あ
る
が
、
ま
れ
に
認
知
症
を
伴

う
タ
イ
プ
。 

⑧
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症 

 

前
頭
、
頭
頂
葉
の
皮
質
及
び 

皮
質
下
諸
核
の
神
経
細
胞
が
侵 

さ
れ
る
。認
知
症
の
他
に
失
行
、 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
、
眼
球
運 

動
障
害
な
ど
が
み
ら
れ
る
。 

【
内
分
泌
・
欠
乏
症
・
代
謝
性 

中
毒
疾
患
】 

①
甲
状
腺
機
能
低
下
症 

種
々
の
原
因
に
よ
り
、
甲
状 

腺
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
低
下
し
た

状
態
で
、無
気
力
、易
疲
労
感
、

か
す
れ
声
、
皮
膚
の
乾
燥
な
ど

の
症
状
出
現
。
放
置
す
る
と
認

知
症
や
精
神
、
神
経
症
状
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

②
欠
乏
症 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
・
糖
代
謝
に 

重
要
な
酵
素
で
あ
る
チ
ア
ミ
ン

の
欠
乏
は
脚
気
や
ウ
エ
ル
ニ
ッ

ケ
脳
症
を
お
こ
す
。
ナ
イ
ア
シ

ン
・
ニ
コ
チ
ン
酸
の
欠
乏
に
よ

る
ペ
ラ
グ
ラ(

胃
腸
障
害
、
口
内

炎
、
下
痢
、
紅
斑
神
経
、
精
神

症
状)

に
よ
っ
て
お
こ
る
。
原
疾

患
の
治
療
が
行
わ
れ
な
い
と
認 

知
症
の
状
態
に
陥
る
。 

③
肝
性
脳
症 

肝
機
能
の
極
端
な
低
下
に
よ 

り
意
識
障
害
や
精
神
症
状
が
起 

こ
る
も
の
。 

④
低
血
糖
症 

血
糖
値
が
下
が
り
す
ぎ
て
身 

体
の
活
動
性
を
維
持
で
き
な
く

な
る
。
後
遺
症
と
し
て
認
知
症

を
残
す
こ
と
が
あ
る
。 

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
脳
症 

過
度
の
飲
酒
を
繰
り
返
す
こ 

と
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
、
神

経
障
害
が
お
こ
る
。 
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⑥
薬
物
中
毒 

有
機
溶
剤
な
ど
の
薬
物
に
よ 

る
中
毒
症
状 

【
そ
の
他
】 

①
慢
性
硬
膜
下
血
腫 

頭
を
打
撲
し
た
後
、
脳
を
包 

む
硬
膜
の
下
に
出
血
が
お
き
、 

脳
が
圧
迫
さ
れ
て
起
こ
る
病
気
。 

②
正
常
圧
水
頭
症 

認
知
症
、
歩
行
障
害
、
尿
失 

禁
を
特
徴
と
す
る
。
髄
液
圧
は

正
常
で
あ
る
が
、
髄
液
の
吸
収

障
害
の
た
め
脳
室
が
拡
大
。 

 

⒋
症
状 

【
中
心
と
な
る
症
状
】(

必
ず
み

ら
れ
る
症
状) 

＊
記
憶
障
害 

同
じ
こ
と
を
言
っ
た
り
、
聞

い
た
り
す
る
。
し
ま
い
忘
れ
や

置
忘
れ
が
目
立
つ 

＊
見
当
識
障
害 

 

今
が
い
つ
な
の
か
、
こ
こ
は

ど
こ
な
の
か
、
わ
か
ら
な
く
な

る
状
態 

＊
判
断
力
の
低
下 

 

寒
く
て
も
薄
着
の
ま
ま
外
に

出
る
。
真
夏
で
も
セ
ー
タ
ー
を

着
て
い
る
。
直
前
の
こ
と
も
忘

れ
て
し
ま
う
。
蛇
口
や
ガ
ス
栓

の
閉
め
忘
れ
等 

【
周
辺
症
状
】(

必
ず
み
ら
れ
る

と
は
限
ら
な
い
症
状) 

＊
妄
想 

【
も
の
盗
ら
れ
想
】
し
ま
い
忘

れ
た
り
、
置
き
忘
れ
た
り
し
た

財
布
や
通
帳
を
誰
か
が
盗
ん
だ

【
被
害
妄
想
】
嫁
が
ご
は
ん
に

毒
を
入
れ
た 

 

【
嫉
妬
妄
想
】
主
人
の
と
こ
ろ

に
女
が
来
て
い
る 

＊
幻
覚 

幻
聴
よ
り
も
幻
視
が
多
い
。

「
そ
こ
に
子
ど
も
が
来
て
い
る

じ
ゃ
な
い
」
「
虫
が
い
る
」 

＊
不
安 

 

病
識
は
な
い
が
、
今
ま
で
出

来
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て

き
て
い
る
感
覚
は
実
感
で
き
る

こ
と
が
あ
り
、
不
安
や
焦
燥
な

ど
の
症
状
が
出
る
。 

＊
依
存 

 

不
安
や
焦
燥
の
た
め
に
、
逆

に
依
存
的
な
傾
向
が
強
ま
る
こ

と
が
あ
る
。
１
時
間
で
も
一
人

に
な
る
と
落
ち
着
か
な
く
な
り
、

常
に
家
族
の
後
ろ
を
つ
い
て
回

る
と
い
っ
た
行
動
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
る
。 

＊
徘
徊 

 

認
知
症
の
初
期
に
は
、
初
め

て
の
道
順
が
覚
え
ら
れ
な
い
程

度
だ
が
、
進
行
す
る
と
自
分
の

家
へ
の
道
が
分
か
ら
な
く
な
り

行
方
不
明
に
な
っ
た
り
す
る
。

重
症
に
な
る
と
無
目
的
な
徘
徊

と
な
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

に
多
く
み
ら
れ
る
。 

＊
攻
撃
的
行
動 

 

特
に
注
意
。
型
に
は
め
よ
う

と
し
て
爆
発
す
る
こ
と
も
あ
る
。

幻
覚
や
妄
想
か
ら
二
次
的
に
お

こ
る
こ
と
も
。 

＊
睡
眠
障
害 

 

認
知
症
の
進
行
と
と
も
に
、

夜
間
の
不
眠
、
日
中
の
う
た
た

寝
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。 

＊
介
護
へ
の
抵
抗 

 

認
知
症
の
方
の
多
く
は
入
浴

を
嫌
が
る
こ
と
が
多
い
。
運
動

機
能
や
条
件
反
射
が
鈍
く
な
っ

て
い
る
た
め
の
不
安
、
水
へ
の

潜
在
的
な
恐
怖
心
な
ど
か
ら
生

じ
る
。 

＊
異
食
・
過
食 

 

食
事
を
し
て
も
「
お
腹
が
す

い
た
」
と
訴
え
る
過
食
が
み
ら

れ
た
り
、
食
べ
ら
れ
な
い
も
の

を
口
に
入
れ
た
り
す
る
。 

＊
抑
う
つ
状
態 

 

意
欲
の
低
下
、
思
考
の
障
害

な
ど
う
つ
病
に
似
た
症
状
が
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
も
。 

 

⒌
認
知
症
の
予
防 

 

認
知
症
の
８
割
前
後
は
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
脳
血
管
障

害
が
原
因
疾
患
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
疾
患
の
危
険
因
子
を
取

り
除
く
こ
と
が
予
防
と
な
る
。 

①
脳
血
管
障
害
の
危
険
因
子 

     
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

②
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
危
険
因
子 

遺
伝
子
的
な
因
子
と
環
境
的 

な
因
子
に
分
け
ら
れ
る
が
、
環

境
的
因
子
の
影
響
の
方
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
。 

◆
食
習
慣 

＊
魚
の
摂
取
…
１
日
１
回
以
上 

食
べ
て
い
る
人
は
発
症
が
少
な

い
。
魚
に
含
ま
れ
る
脂
肪
酸
で

あ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
の
影
響

に
よ
る
。 

＊
野
菜
果
物
の
摂
取
…
摂
取
が

多
い
と
発
症
が
少
な
い
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、β

カ

ロ
チ
ン
の
影
響
に
よ
る 

＊
ワ
イ
ン
の
摂
取
…
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
が
関
係
し
て
、
特
に
赤

ワ
イ
ン
を
週
１
回
以
上
飲
む
人

は
危
険
度
が
少
な
い 

◆
運
動
習
慣
：
普
通
の
歩
行
速

度
を
超
え
る
運
動
強
度
で
週
３

回
以
上
運
動
し
て
い
る
人
は
危

険
度
が
少
な
い
。
有
酸
素
運
動

で
脳
の
血
流
を
増
し
、
高
血
圧

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
レ
ベ
ル

を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
。 

◆
文
章
を
読
む
、
知
的
な
ゲ
ー

ム
を
す
る
こ
と
は
よ
い
。 

◆
対
人
関
係
：
対
人
的
な
接
触

頻
度
も
関
係
し
て
く
る
。
閉
じ

こ
も
り
の
人
は
発
症
率
が
高
い
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
因
子
は
統

計
的
な
も
の
で
確
証
で
は
な
い
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
・
山
岸
） 

高脂血症 
心疾患 

喫煙 

高血圧症 

肥満 運動不足 

飲酒 
脳血管性認知症 
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ケアセンター成瀬のリニューアルに伴う 

アップルサービスの対応 

ＮＰＯアップルサービス 理事長 原 厚平 

創
和
会
は
平
成
23
年
度
一

年
か
け
て
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬

の
経
営
形
態
を
大
き
く
変
更
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
４
月
か
ら
施
設

の
大
改
修
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

（
別
項
参

照
） 

 

ケ
ア
セ

ン
タ
ー
成

瀬
創
立
以

来
密
接
な

協
力
関
係

を
築
い
て

き
た
住
民

の
会
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ア
ッ

プ
ル
サ
ー

ビ
ス
で
す

が
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
各
担

当
部
門
で

は
ど
う
変

る
の
か
現

時
点
で
明

確
に
な
っ

て
い
る
と

こ
ろ
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

①
食
事
サ
ー
ビ
ス 

レ
ス
ト
ラ
ン
、
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
「
暖
」
の
営
業
は
３
月
末
で

終
了
。
引
続
き
４
月
11
日
か

ら
創
和
会
直
営
の
シ
ニ
ア
カ
フ

ェ
『
花
み
ず
き
』
が
開
店
し
ま

し
た
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
自
販
機
の
飲
み

物
中
心
で
、
食
事
は
デ
ィ
ケ
ア

の
昼
食
と
同
じ
定
食
の
み
と
な

り
ま
す
。 

※ 

要
予
約 

今
後
、
食
事
の
予
約
は
住
民

の
会
事
務
局
で
対
応
い
た
し
ま

す
。 （

℡
７
２
９
・
０
６
１
７
） 

 

②
そ
の
他
の
部
門 

シ
ニ
ア
カ
フ
ェ
『
花
み
ず

き
』
の
一
部
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
住
民
の
会
事
務

局
が
今
ま
で
ど
お
り
常
駐
さ
れ

ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
引
続
き
事
務
連
絡
等

の
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス 

基
本
的
に
今
ま
で
と
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。(

緊
急
連
絡
以

外
は
ス
タ
ッ
フ
の
携
帯
で
対

応
） 

▽
ざ
・
あ
っ
ぷ
る(

物
品
販

売
） 現

在
産
直
品
販
売
が
主
力
な

の
で
継
続
い
た
し
ま
す
。 

 ▽
す
ま
い
サ
ー
ビ
ス 

利
用
者
の
ご
自
宅
で
仕
事
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
半
な

の
で
新
規
申
込
、
問
合
せ
等
の 

連
絡
を
住
民
の
会
事
務
局
に
引

き
続
き
、
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

４
月
か
ら
改
修
計
画
が
実
行

に
移
さ
れ
ま
す
が
最
初
の
具
体

化
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ペ
ー
ス

の
構
築
で
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
の
発
足

以
来
15
年
幾
多
の
困
難
を
乗

越
え
て
き
ま
し
た
が 

折
し
も 

千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
三
重

苦
の
大
震
災
が
広
範
囲
に
国
土

を
襲
い
２
週
間
経
過
し
た
現
在

で
も
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

福
祉
を
標
榜
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

し
て
地
域
に
限
定
せ
ず
出
来
る

こ
と
を
協
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

 

地域交流スペース シニアカフェ「花みずき」見取り図 

従来の入り口です 



（７）  り ん ご 箱   第９０号   ２０１１年（平成２３年）   ４月 発行     

３
月
11
日
、
東
北
・
関
東
地

方
を
未
曾
有
の
大
地
震
が
襲
っ

た
の
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
前
々
日
。 

 

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
揺
れ
に
皆
、
驚
愕
覚
め
や

ら
ぬ
ま
ま
、
刻
一
刻
と
入
っ
て

く
る
惨
状
の
ニ
ュ
ー
ス
に
、
コ

ン
サ
ー
ト
の
開
催
そ
の
も
の
も

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
。 

し
か
し
「
こ
う
い
う
時
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
も
あ
る
は

ず
！
」
と
、
ま
ず
出
演
者
の
意

思
を
確
認
し
つ
つ
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
主
旨
そ
の
も
の
を
震
災
へ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
方
向
へ
と

調
整
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

本
来
な
ら
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

寄
付
す
べ
き
収
益
を
震
災
の
義

援
金
に
回
し
た
い
と
い
う
私
た

ち
の
苦
渋
の
申
し
出
を
、「
こ
ち

ら
こ
そ 

そ
う
お
願
い
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
い
う

川
尻
施
設
長
の
返
事
に
、
わ
が

意
を
得
た
り
と
ば
か
り
小
躍
り

し
た
の
が
前
日
の
夕
方
５
時
。 

そ
れ
か
ら
は
連
携
プ
レ
ー
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者
へ
の
変
更

依
頼
、
出
演
者
へ
の
連
絡
、
ポ

ス
タ
ー
の
修
正
に
も
走
り
ま
し

た
。 

 

さ
て
当
日
、
災
害
と
は
裏
腹

に
暖
か
く
の
ど
か
な
春
の
陽
射

し
の
中
、
米
澤
夫
妻
の
息
の
合

っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
に
続

き
、
こ
の
日
は
プ
ロ
演
奏
家
の

顔
を
伏
せ
手
慣
れ
た
司
会
者
と

し
て
進
行
を
担
っ
て
く
れ
た
川

口
彩
子
さ
ん
か
ら
、
今
回
の
主

旨
、
避
難
誘
導
等
の
説
明
を
受

け
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
１

分
間
の
黙
祷
を
し
た
の
ち
、
第

一
部
の
女
声
合
唱
レ
ル
ヘ
ン
コ

ー
ル
の
演
奏
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 
 

レ
ル
ヘ
ン
と
は
ひ
ば
り
の
意
。

指
揮
者
永
見
千
恵
子
先
生
の
指

導
の
下
、
そ
の
名
の
通
り
自
然

で
明
る
く
優
し
く
、
工
藤
直
子

の
「
の
は
ら
う
た
」
に
曲
を
つ

け
た
「
は
る
が
き
た
」
は
二
本

の
リ
コ
ー
ダ
ー
と
の
掛
け
合
い

も
楽
し
く
、
実
は
阪
神
大
震
災

の
あ
と
に
そ
の
義
援
金
で
作
ら

れ
た
曲
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、

偶
然
と
は
思
え
な
い
運
命
的
な

も
の
を
感
じ
さ
せ
、
よ
り
心
に

響
く
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

      
第
二
部
は
、
フ
ィ
ル
ハ
ル
モ

ニ
ア
多
摩
団
員
の
首
席
オ
ー
ボ

エ
奏
者
廣
木
睡
（
ひ
ろ
き
ね
む
）

さ
ん
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
畑
野
美

紀
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
廣
木
志
保

さ
ん
。 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
か
ら
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト

リ
ー
で
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。 

司
会
の
川
口
さ
ん
か
ら
突
っ

込
ま
れ
な
が
ら
の
楽
器
紹
介
も

楽
し
く
、
若
い
新
進
気
鋭
の
演

奏
家
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
、
こ
の
つ
ら
い
状
況
下
に
あ

っ
て
も
確
か
な
活
力
を
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
に
も
た
ら
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

     

 
 
 

 
 
 
 
 

 

        

最
後
は
皆
さ
ん
で
お
馴
染
み

の
「
早
春
賦
」
。
レ
ル
ヘ
ン
コ
ー

ル
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
佐
藤
涼
子
さ

ん
の
伴
奏
に
オ
ー
ボ
エ
と
フ
ル

ー
ト
も
加
わ
り
、
大
合
唱
の
の

ち
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

演
奏
会
の
中
で
、
鈴
木
副
施

設
長
か
ら
も
創
和
会
の
意
向
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

創
和
会
、
ダ
ン
ケ
ム
ジ
ー
ク
の

会
、
観
客
の
皆
様
が
心
を
合
わ

せ
た
暖
か
な
ひ
と
と
き
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

  

ダ
ン
ケ
ム
ジ
ー
ク
第
１
回
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
１
階
食
堂
ス
ペ

ー
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
改
修
の
の
ち

舞
台
が
な
く
な
っ
て
も
あ
ま
り

関
係
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
て

い
ま
す
。 

次
回
７
月
17
日
の
46
回
コ

ン
サ
ー
ト
の
あ
と
は
し
ば
ら
く

お
休
み
し
ま
す
が
、
新
装
な
っ

た
特
養
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
で

も
ま
た
お
目
に
か
か
れ
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

実
行
委
員
長 

西 

真
知
子 

 

ダ
ン
ケ
ム
ジ
ー
ク
の
会 

第
45
回
コ
ン
サ
ー
ト 

“
春
の
う
た
ご
え
～
オ
ー
ボ
エ
と
と
も
に 

” 
～
東
日
本
大
震
災
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
～ 

  

♪ 

  ♪ ♪ 

今回のコンサートの収益金 36,455 円

は、会場に設置した義援金箱への募金

43,195 円と合算し、日本赤十字社に送

金しました。（合計金額 79,650 円） 

被災地の皆さんのお役に立つよう願っ

ています。 

皆様のご協力に感謝いたします。 

      社会福祉法人 創和会 

      ダンケムジークの会 

 

 

 

 

 



 り ん ご 箱   第９０号  ２０１１年 （平成２３年）  ４月  発行   （８） 

  

 

人
間
の
体
に
は
、
健
康
の
た

め
に
な
る
べ
く
使
う
と
良
い

「
ア
」
で
始
ま
る
部
分
が
３
ヶ

所
あ
り
ま
す
。 

上
か
ら
ま
ず
「
ア
タ
マ
（
頭
）
」

で
す
。
こ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
の
ヘ

デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
好
奇
心

を
も
っ
て
何
か
に
挑
戦
す
る
た

め
に
頭
を
使
う
」
と
い
う
こ
と

で
す
。 

聖
路
加
国
際
病
院
の
日
野
原

重
明
先
生
は

99

歳
で
す
が
、

「
75
歳
の
人
を
集
め
て
、
今
ま

で
に
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
も
ら
う
」
と
い
う

運
動
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

一
人
の
人
が
使
う
脳
の
場
所
は

極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
と
脳
の
別
の
場

所
が
活
性
化
し
、
そ
の
人
が
元

気
に
な
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

二
つ
め
は
、
「
ア
ゴ
（
顎
）
」

で
す
。
あ
ご
を
使
う
た
め
に
は

ま
ず
「
し
ゃ
べ
る
」
こ
と
で
す
。

あ
ご
を
使
っ
て
話
す
こ
と
は
脳

に
刺
激
を
与
え
て
ス
ト
レ
ス
解

消
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

例
え
ば
、
浄
瑠
璃
や
長
唄
の

唄
方
（
唄
を
専
門
と
す
る
人
）

と
三
味
線
方
（
三
味
線
を
専
門

と
す
る
人
）
で
は
、
三
味
線
方

の
ほ
う
が
病
気
に
な
り
や
す
い

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
唄
方
は
い

つ
も
声
を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
を

発
散
し
、
あ
ご
を
意
識
的
に
使

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
三
味

線
方
は
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き

な
い
し
、
あ
ご
も
使
わ
な
い
の

で
、
病
気
に
な
り
や
す
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

あ
ご
の
も
う
一
つ
の
使
い
方

は
食
べ
物
を
よ
く
噛
む
こ
と
で

す
。
食
べ
た
も
の
を
液
状
に
し

な
い
と
吸
収
さ
れ
な
い
の
で
、

よ
く
噛
む
こ
と
は
と
て
も
大
切

で
す
。
そ
れ
で
口
は
「
第
１
の

消
化
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」

と
い
う
言
葉
は
、
一
般
に
は
寿

命
が
長
く
め
で
た
い
こ
と
を
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
も
う
一

つ
の
解
釈
が
あ
っ
て
、
「
あ
ま

り
噛
ま
ず
に
ツ
ル
ツ
ル
と
飲
み

込
む
人
よ
り
、
カ
メ
カ
メ
と
良

く
噛
む
人
の
方
が
長
生
き
す
る

か
ら
、
よ
く
噛
む
よ
う
に
」
と

い
う
こ
と
を
教
え
る
言
葉
で
も

あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

三
つ
め
の
「
ア
」
の
つ
く
と

こ
ろ
は
、
「
ア
シ
（
脚
）
」
で
す
。

脚
は
「
第
２
の
心
臓
」
と
呼
ば

れ
、
脚
の
筋
肉
が
ポ
ン
プ
の
役

目
を
し
て
血
液
を
心
臓
に
戻
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
脚
が
弱
る

と
全
身
の
血
液
の
循
環
が
悪
く

な
っ
て
体
が
弱
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 ロ

ン
ド
ン
の
二
階
建
て
の
バ

ス
で
働
く
運
転
手
と
車
掌
の
心

臓
病
の
発
生
率
を
比
較
す
る
と
、

明
ら
か
に
運
転
手
の
方
が
発
生

率
が
高
い
そ
う
で
す
。
車
掌
は
、

何
し
ろ
二
階
建
て
で
す
か
ら
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
歩
き
回
っ
て
脚

を
鍛
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

運
転
手
の
方
は
緊
張
し
た
状
態

に
運
動
不
足
が
重
な
る
か
ら
の

よ
う
で
す
。 

ど
う
か
、
皆
様
も
三
つ
の

「
ア
」
の
つ
く
部
分
、
ア
タ
マ

と
ア
ゴ
と
ア
シ
を
積
極
的
に
動

か
し
て
、
健
康
を
維
持
・
増
進

し
て
く
だ
さ
い
。 

      

              

 

編 

集 

後 

記 

 

例
年
よ
り
早
い
春
一
番
を
迎

え
て
喜
ん
だ
の
も
束
の
間
、
時
な

ら
ぬ
大
雪
と
寒
気
に
驚
か
さ
れ

た
。
私
た
ち
の
周
辺
も
波
乱
の
兆

し
が
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
Ｃ
Ｃ

成
瀬
が
業
態
の
変
更
に
伴
う
施

設
の
大
改
修
で
、
住
民
の
会
の
事

務
所
の
移
動
が
必
須
と
な
り
、
３

月
中
旬
現
在
で
確
定
的
な
様
子

が
見
え
な
い
ま
ま
に
新
年
度
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
喫
茶
室

「
暖
」
の
運
営
形
態
の
変
更
と
併

せ
て
、
事
務
所
の
姿
・
形
が
変
わ

る
こ
と
は
住
民
の
会
の
あ
り
方

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

              

り
ん
ご
箱
90
号
は
こ
の
変
動 

に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
多

く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。
現

時
点
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
に
適

確
な
情
報
を
提
供
で
き
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
の
「
住
民
の
会
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
住
民
の

会
、
創
和
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ッ
プ
ル

サ
ー
ビ
ス
三
者
は
十
数
年
に
わ

た
っ
て
地
域
共
生
の
理
念
の
も

と
に
活
動
し
て
き
た
が
こ
の
関

係
が
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
理
念
を
維
持
す
る
べ
き
か
、
時

勢
に
合
わ
せ
て
新
し
い
道
を
模

索
す
る
か
を
考
え
る
機
会
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

（
Ｔ
） 

これからの催し物（予定） 
 
★平成 23年度通常総会 
   4月 24日（日）午前 10時～ 
   ケアセンター成瀬地下ホール 
★きらく会  

4/23、5/14、28  ゆりの木会館 
 手話ダンス 
   4/25、5/9、16、23、30 

ゆりの木会館 
★資源回収（毎月第４月曜） 
  ４／２５、５／２３ 

会費納入のお願い      
                 

平成２２年度会費未納の方は     

下記の方法で納入をお願いします   
          

１ 住民の会事務局窓口 

２ 郵便振込                

  記号：00120-7-725131 
   名義：ケアセンター成瀬住民の会 
※ご一報くだされば集金に伺います。 

投
稿 

三
つ
の
「
ア
」 

 

山
岸
壯
吉 

 

 


